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する事態となった。双方の陣営とも、性暴力や子ども兵の徴用に手を染めている。2014 年 2 月の
段階で全人口約 450 万人のうち 250 万人が人道支援を必要とし、国内避難民の数は 70 万人に達し、
28 万 8000 人が難民として周辺国に逃れ、6 万 5000 人の外国人が国外に脱出したとされる［UN 
2014b, para16］。  
こうした「法と秩序の完全な崩壊」［UN 2014b, para26］に対して、国際社会も手をこまねいて
きたわけではない。中央アフリカに対しては、中部アフリカの地域機構である「中部アフリカ諸
国経済共同体」（Economic Community of Central African States: ECCAS）が平和維持部隊「中央アフ
リカ平和確立ミッション」（Mission de consolidation de la paix en Centrafrique: MICOPAX）を長年派
遣してきたが、事態が深刻化した 2013 年 12 月には、フランスが 1600 人規模の部隊を派兵（「サ
ンガリス作戦」）し、アフリカ連合（African Union: AU）も MICOPAX を拡充して 5500 人規模の
「アフリカ連合中央アフリカ支援国際ミッション」（Mission internationale de soutien à la Centrafrique 
sous conduite africaine: MISCA）を展開させた。2014 年に入ると、ヨーロッパ連合が平和維持部隊
の派遣に踏み切り1、MISCA を母体とする 1 万人規模の国連 PKO「国連中央アフリカ安定化統合









する（第 1 節）。そのうえで、なぜ宗教を基軸とする対立が起こったのか検討する（第 2 節）とと
もに、国際社会の軍事的な関与をどのように評価すべきかを考えたい（第 3 節）。 
                                                        
1 2014 年 1 月 20 日、欧州連合理事会（Council of the European Union）は、中央アフリカにおいて MISCA とフラン
ス軍によって遂行されてきた文民保護活動を支援するために、軍事活動に従事する決定を下した［UN 2014a］。
その規模は 500 人程度と想定されており［LM 2014b］、4 月から現地で活動を開始した。 
2 2014 年 4 月 10 日付安保理決議第 2149 号。本格的な展開は 9 月以降にずれ込む見通しである。 
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国の平和維持部隊「バンギ協定監視アフリカ諸国ミッション」（Mission Interafricaine de Surveillance 
des Accords de Bangui: MISAB）3の手を借りて対応した。さらに、2002 年 10 月に反乱軍の攻撃を受
けると、パタセは鎮圧のために、カダフィ政権のリビアとコンゴ民主共和国の反政府武装組織「コ
ンゴ解放運動」（Mouvement de Libération du Congo: MLC）の支援を得た。ボジゼの政権奪取に際
しては、チャドのデビィ（Idriss Déby Itno）大統領が大きな役割を果たした。ボジゼが率いた反乱
軍兵士の 5 分の 4 はチャド人だったと言われている［ICG 2007, 16］。 
ボジゼは 2004 年に新憲法を制定し、翌年には大統領選挙に勝利した。制度的な側面で政権基盤
が固まったものの、実効的統治は首都バンギとその周辺だけで、地方の国家機構は事実上機能し
なかった。これは、中央アフリカの歴代政権と同じである［Bierschenk and Olivier de Sardan 1997］。
2000 年代半ば以降になると、チャドやスーダンとの国境付近で複数の武装勢力が跋扈するに至っ
た。このなかには、旧パタセ派と関係が深い「民主主義再興人民軍」（Armée Populaire pour la 
Restauration de la Démocratie: APRD）のように北西部で活動していた組織もあるが、多くは「正義
平和愛国会議」（Convention des Patriotes pour la Justice et la Paix: CPJP）や「結集民主勢力同盟」




                                                        
3 1996 年 12 月のフランス・アフリカ首脳会議の場でパタセが提案し、ブルキナファソ、チャド、ガボン、マリな
どのアフリカ諸国が総勢約 800 人の部隊を提供した。MISAB は、1998 年に国連 PKO の「中央アフリカ国連ミ
ッション」（Mission des Nations Unies en République centrafricaine: MINURCA）に引き継がれ、2000 年に撤退した。 
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は 2003 年以降だが、これによってスーダンとチャドの間で難民と武装勢力が大挙して往来を繰り













織とは言えず、当初は DDR の手当増額など経済的な要求を掲げていた［JA 2013a, 21-22］。 





が、オランド仏大統領はこれを拒否した。マリへの介入（2013 年 1 月）直前のこの時期、中央ア
フリカの優先度は低いと判断されたのである［JA 2013b］。結局、チャドのデビィやコンゴ共和国
のサス・ンゲソ（Denis Sassou-Ngesso）など周辺国指導者のイニシアティヴによって和平協定（2013
年 1 月 11 日、リーブルヴィル協定）が結ばれ、権力分有が合意された。しかし、3 月になってセ








                                                        
4 セレカを構成する主要武装勢力は合わせて 5000 人程度と推計されるが、セレカに参集した兵士は全部で 2 万
























セレカが権力を握った後、ECCAS の首脳が調停に乗り出し、移行期を 18 ヶ月とするとともに、
地域機構の平和維持部隊 MICOPAX を 700 人から 2000 人に増強した［UN 2013, para10］。しかし、
これも暴力の抑制には無力で、2013 年後半になると、セレカ支配下の実態を告発する NGO の報
告が国際社会を震撼させることとなった7。オランド仏大統領は 8 月下旬に NGO から中央アフリ
カの状況を聞いて衝撃を受けたと言われ［JA 2013d, 41］、その後フランスは介入への準備と国際
社会への働きかけを強めていった。結局、アンチバラカが首都バンギに本格的な攻勢をかけると
の情報を得て、オランドは 12 月 5 日軍事介入に踏み切った。予定より 3 日前倒しし、当初計画の
1200 人を 1600 人に増員しての単独介入であった［AC 2013］。 
仏軍介入後の政治過程の展開は急速だった。統治能力を問題視されたジョトディアは、後ろ盾
とも言えるデビィに見放され、2014 年 1 月 10 日、チャドの首都ンジャメナで開催された ECCAS
首脳会議の場で辞任表明を余儀なくされた8。セレカ兵は首都バンギの兵営に隔離され、後に地方
へと撤退した。1 月 20 日には元バンギ市長のサンバ・パンザ（Catherine Samba-Panza）が暫定大
統領に選出された9。セレカ主導の政権が倒れ、その軍事的脅威がバンギで消失すると、ムスリム




乱のなかで貧困層が被害を受けたのである［Marchal 2013b, 9-10］。 











チャド政府は 1 月に 2 万人もの自国民を脱出させ［JA 2014a］、4 月には MISCA から部隊を撤収し
た［LM 2014d］。フランス軍や MISCA はアンチバラカの活動抑止に努めているが、人員不足から


































































れており［HRW 2013a, 10］、MICOPAX の構成部隊であったチャド軍がセレカに親和的だったと
の指摘もある［Marchal 2013b, 2］。2013 年 12 月末には、MISCA のチャド部隊が、セレカを武装
解除しようとしたブルンジ部隊を攻撃するという前代未聞の事件が起こっている13。こうしたなか、
政治指導者の煽動と相まって14、セレカによる暴力の犠牲となった人々の間には、ムスリムやチャ
                                                        
12 牧畜に従事するプール人は、ンボロロ（Mbororo）、ンバララ（Mbarara）、フラタ（Fulata）などと呼ばれる［HRW 
2013a, 35］。 




が流されたことも指摘されている［UN 2014b, para8］。 
中央アフリカにおける国家の崩壊 






































                                                        
15 ルワンダのジェノサイドとフランスの責任については、武内［1995］、Prunier［1995］を参照。 
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